
エストニアの運転免許証保有者に対する対応について 
 

平成 30 年 3 ⽉ 12 ⽇ 
株式会社マリカー 

時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。  
各お取引先様には⽇頃、格別のご協⼒をいただき、誠にありがとうございます。 
 
道路交通法第１０７条の２の規定に基づき、道路における危険を防⽌し、その他交通の安全と円滑を図
る上でわが国と同等の⽔準にあると認められる運転免許制度を有している国⼜は地域として政令で定め
るもの（以下「政令国」という。）が発給した運転免許証で、⽇本語による翻訳⽂が添付されたものを所
持する者については、本邦に上陸した⽇から起算して１年間、⾃動⾞等を運転することができることと
されています。 
 
現在、上記政令国等としてスイス連邦、スロベニア共和国、ドイツ連邦共和国、フランス共和国、ベルギ
ー王国、モナコ公国及び台湾の７か国・地域が定められているところ、この度、道路交通法施⾏令の⼀部
を改正する政令（平成３０年政令第１号）により、平成３０年４⽉１⽇からエストニア共和国が政令国等
に追加されることになります。（エストニアはウイーン条約の加盟国であり、ジュネーブ条約には加盟し
ておりません。そのため、エストニアで発⾏されている国際免許証運転免許証は⽇本では有効ではござ
いません。） 
 
なお、エストニアは欧州経済領域（EEA）の加盟国のため、居住国においてエストニアの運転免許証を元
に⽇本で有効な国際免許を発⾏できる国があります。（例：ルクセンブルク） 
 
道路交通法施⾏令の⼀部を改正する政令（平成３０年政令第１号）により、平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇以降につ
いては、エストニアの運転免許証保有者については、⽇本語による翻訳⽂を添付することで⽇本国内に
おいて運転が可能になりますが、平成 30 年 3 ⽉ 31 ⽇以前については、有効な運転免許証として⾒なさ
れないため、無免許運転として扱われますのでご注意ください。 
 


